
５．今後、積極的に展開したい
住民支援型の公助

54



「知恵を広める」サポート
～より実感に近い、はん濫情報の提供～

作業
中
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「知恵を広める」サポート
～はん濫原全体の安全度の調査･公表～

県下全域のはん濫解析

複数の河川からのはん濫、
普通河川も含めた内水はん濫
を考慮

河川備後のはん濫も解析

高頻度（1/10）から
低頻度（1/200）まで

河川整備の効果と、限界を理
解する。

効果的な河川整備、優先順位
の検討

地域での対策につなげる。

避難行動、危機管理の検討

土地利用、住まい方の検討

外力 529mm/日
現況河道

外力 529mm/日
河川整備後
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流下能力図　（淀川水系祖父川）
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堤防天端高評価 余裕高・地盤高考慮評価 余裕高のみ考慮評価
1/3 1/5 1/10
1/20 1/30 1/50
1/80 1/100 既存計画

「知恵を広める」サポート
～河川ごとの流下能力の評価～

県管理の主要河川（約240河川）で、最新の測量データを使って、流下能力
の実態を再調査。９月中の公表に向け現在作業中。

作業
中
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「知恵を広める」サポート
～ハザードマップに命を吹き込む工夫（鴨川：京都市）～

浸水により倒壊する
事例より３ｍを閾値に

避難が必要な方を
間接的に告示

■浸水深に応じて避難方法を明示します。（屋内避難と屋外避難）

出典：京都市ハザードマップ
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「知恵を広める」サポート
インターネットを活用した河川情報の発信 B-SKY ・ B-BOX（琵琶湖河川事務所）

琵琶湖周辺、任意地点の地盤高や明治29年9月
洪水時の浸水イメージが調べられるほか、様々
な情報を表示（B-SKY）。
水害写真など、事務所が収集した情報を一般に
公開（B-BOX）

http://www.bbox.biwakokasen.go.jp/mzBBOX/btop.html

クリック！

トップページ 59



「知恵を広める」サポート
水害写真データベースの公開（県立琵琶湖博物館）

http://www.lbm.go.jp/emuseum/database/index.html

過去の水害写真を検索・閲覧可能。
年代別、場所別にデータベースが整
理されている。

検索画面
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「知恵を広める」サポート
～浸水想定表示板の設置（草津市、琵琶湖河川事務所）～

明治２９年９月と同様な洪水があった場
合に、予想される浸水区域と浸水深を
知らせするための標示板を設置

琵琶湖浸水想定区域図

■草津市下笠町草津あおばな館での設置状況

葉山川

草津市

草津あおばな館

出典・資料提供：近畿地方整備局琵琶湖河川事務所
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■過去の災害時に、どんなことが地域に起こったのか？
■先祖から地域に伝わる『言い伝え』などをマップ上に記入

出典：防災講演会（群馬大学大学院片田教授）資料の転載

「知恵を広める」サポート
～地域に伝わる言い伝えを集約する場づくり（群馬県、群馬大片田教授）～

62



■ 台風23号（H16）の洪水位標（由良川）

「知恵を広める」サポート
～洪水位標により水害記録を伝承～

■大津浪記念碑（岩手県宮古市）

出典：左 第５回由良川流域懇談会資料
出典：右 群馬大学片田教授（神奈川大学防災講演資料より）

高き住居は
児孫の和楽
想へ惨禍の
大津浪

此処より下に
家を建てるな

明治廿九年にも
昭和八年にも

津浪は此処まで来て
部落は全滅し

生存者僅かにも二人
後に四人のみ幾歳
経るとも要心何従
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「知恵を広める」サポート
～洪水位標により水害記録を伝承～

昭和２８年、明治２９年水害などの記憶を風化させないため、当時の最高水位などを
表示した石碑を設置

③② ④ ⑤ ⑥

出典） 写真③近畿治水大会資料（２００３）、写真⑤守山市HP「ふるさと守山デジタル資料集」、写真①及び⑥大津市HP

①

明治２９年洪水⑥琵琶湖（大津市）

明治２９年洪水⑤琵琶湖（守山市）

明治２９年洪水④琵琶湖（高島市）

大正１０年洪水③高時川（高月町）

昭和２８年洪水②草津川・金勝川（栗東市）

昭和２８年洪水①千丈川（大津市）
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浸水深や避難所等洪水に関する情報を「まちなか」に表示することにより、発災時の
安全かつスムーズな避難につなげる。

平成１８年７月に国土交通省がガイドラインを公表。河川管理者と市町が連携し、全国
各地で設置を検討。１８年度は円山川（豊岡市）、刈谷田川（見附市）、江の川（三次
市）で標識を設置。今後、平成２１年度までにすべての国管理河川の流域で設置予定。

「知恵を広める」サポート
～まるごとまちごとハザードマップ（荒川：東京都北区）～

■まるごとまちごとハザードマップ 写真はイメージ

出典：国土交通省ＨＰ
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「知恵を広める」サポート
～三世代交流型調査（琵琶湖河川事務所、子ども流域文化研究所）～

次世代への水害体験の伝承を目的とし、水害体験者への体験談インタビュー
及びワークショップ開催を実施。同時に掘り起こした体験談や当時の水害写
真のとりまとめを実施している。

滋賀県内では、高島市（安曇川、知内川、百瀬川）、甲賀市（大戸川）、大津
市（千丈川）、長浜市（高時川）、守山市（野洲川）、野洲市（日野川）で実施

ハザードマップづくり

水害体験者の話 水害写真

出典：淀川河川事務所
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「知恵を広める」サポート
～水害情報の携帯メール送信サービス（静岡県磐田市）～

磐田市：携帯メールサービス「ホッとライン」
平成１９年７月から、市内３河川（ぼう僧川・今ノ浦川・磐田久保川）の水
位や道路冠水などの情報を携帯電話に電子メールで配信サービスを開
始。（火災や不審者情報などを配信してきたシステムの運用拡大）
浸水や冠水の危険がある水位に達すると、注意を促すメールが登録者
の携帯電話あてに配信。豪雨時には、冠水しやすい道路を職員が監視
し、交通規制情報も配信。
配信希望者は、entry@hotline.city.iwata.shizuoka.jpに空メールを送信
するか、市役所ホームページから二次元バーコードからアクセスし登録。
無料サービス。

QRコード

登録画面（地域の指定）
登録画面

（防災以外の情報を選択）

出典：静岡県磐田市ＨＰ
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